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添
谷
芳
秀
先
生
は
、
一
九
八
八
年
四
月
、
慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
専
任
講
師
と
し
て
着
任
し
て
か
ら
、
二
〇
二
〇
年
三
月
に
選
択

定
年
で
法
学
部
を
離
れ
ら
れ
る
ま
で
、
三
二
年
の
長
き
に
亙
っ
て
研
究
・
教
育
に
尽
力
さ
れ
た
。

　

添
谷
先
生
は
、
上
智
大
学
外
国
語
学
部
を
ご
卒
業
後
、
同
大
学
大
学
院
外
国
語
学
研
究
科
（
国
際
関
係
論
専
攻
）
で
修
士
号
を
取

得
さ
れ
た
。
そ
の
後
米
国
の
ミ
シ
ガ
ン
大
学
大
学
院
で
、
日
本
の
対
中
外
交
に
関
す
る
博
士
論
文
を
完
成
し
、
国
際
政
治
学
の
Ｐ
ｈ
．

Ｄ
．を
取
得
さ
れ
た
。
こ
の
間
、
当
時
、
客
員
教
授
と
し
て
ミ
シ
ガ
ン
大
学
に
滞
在
し
て
お
ら
れ
た
池
井
優
教
授
と
の
出
会
い
が
あ

り
、
こ
の
池
井
教
授
の
後
継
者
と
し
て
添
谷
先
生
は
法
学
部
ス
タ
ッ
フ
に
迎
え
ら
れ
る
。
ご
着
任
時
、
米
国
大
学
院
の
Ｐ
ｈ
．Ｄ
．を

取
得
し
た
教
員
は
添
谷
先
生
が
初
め
て
で
あ
っ
た
。

　

法
学
部
政
治
学
科
に
お
い
て
、
先
生
は
主
に
「
東
ア
ジ
ア
の
国
際
関
係
」
と
「
日
本
外
交
史
」
の
講
義
を
担
当
さ
れ
た
。
ま
た
、

研
究
会
や
大
学
院
で
の
教
育
と
研
究
指
導
に
も
懇
切
丁
寧
に
当
た
ら
れ
、
学
生
か
ら
大
き
な
信
頼
を
寄
せ
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
間
、

米
国
東
西
セ
ン
タ
ー
訪
問
研
究
員
（
一
九
九
三
―
九
五
）、
ソ
ウ
ル
大
学
国
際
大
学
院
客
員
教
授
（
二
〇
〇
六
―
〇
七
）、
米
国
ウ
ィ
ル

ソ
ン
セ
ン
タ
ー
・
ジ
ャ
パ
ン
ス
カ
ラ
ー
（
二
〇
一
三
―
一
四
）、
お
よ
び
韓
国
国
際
交
流
財
団
フ
ェ
ロ
ー
（
二
〇
一
四
）
と
し
て
在
外

研
究
を
さ
れ
た
。

　

添
谷
先
生
の
ご
研
究
は
、
門
下
で
あ
ら
れ
る
昇
亜
美
子
先
生
に
よ
れ
ば
、
日
本
外
交
史
、
東
ア
ジ
ア
の
国
際
関
係
と
幅
広
く
、
ま

た
同
時
代
的
な
日
本
の
東
ア
ジ
ア
外
交
や
東
ア
ジ
ア
地
域
の
国
際
問
題
に
つ
い
て
も
数
多
く
の
優
れ
た
業
績
を
残
さ
れ
た
。
博
士
論

文
を
基
礎
と
し
つ
つ
大
幅
に
加
筆
修
正
し
出
版
さ
れ
た
『
日
本
外
交
と
中
国　

1​
9​
4​
5
～
1​

9​

7​

2
』（
慶
應
通
信
、
一
九
九
五
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年
）、
お
よ
びJapan

’s E
conom

ic D
iplom

acy w
ith China, 1945-1978 

（O
xford: Claredon Press, 1998

）
で
は
、
日
本

外
交
分
析
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
、
対
米
「
協
調
」、
対
米
「
自
主
」、
対
米
「
独
立
」
の
三
つ
の
路
線
を
提
示
さ
れ
、
内
外
の
学
界

で
の
議
論
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
。

　

そ
の
後
、
冷
戦
終
焉
後
一
九
九
〇
年
代
の
日
本
外
交
の
変
化
を
観
察
す
る
な
か
で
、
添
谷
先
生
は
「
ミ
ド
ル
パ
ワ
ー
外
交
」
と
い

う
分
析
視
角
を
提
示
さ
れ
、
二
〇
〇
五
年
に
『
日
本
の
「
ミ
ド
ル
パ
ワ
ー
」
外
交
―
戦
後
日
本
の
選
択
と
構
想
』（
ち
く
ま
新
書
）
を

上
梓
さ
れ
た
。
こ
の
先
生
の
「
ミ
ド
ル
パ
ワ
ー
外
交
」
論
は
、
戦
後
日
本
外
交
を
め
ぐ
る
政
治
社
会
の
実
態
に
お
い
て
も
、
ま
た
研

究
者
の
視
点
に
お
い
て
も
、
左
右
へ
の
分
裂
が
拡
大
す
る
な
か
で
、
そ
れ
ら
を
中
庸
に
統
合
す
る
可
能
性
を
も
つ
日
本
外
交
分
析
の

概
念
と
し
て
注
目
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
同
書
は
二
〇
〇
六
年
に
は
韓
国
語
版
、
一
五
年
に
は
中
国
語
版
が
出
版
さ
れ
る
な
ど
、
国
際

的
に
も
大
き
な
関
心
を
集
め
た
。
二
〇
一
七
年
に
は
、
同
書
に
大
幅
な
加
筆
を
し
た
『
日
本
の
外
交
―
「
戦
後
」
を
読
み
と
く
』

（
ち
く
ま
学
芸
文
庫
）
を
出
版
さ
れ
、
す
で
に
同
書
の
フ
ラ
ン
ス
語
版
の
翻
訳
が
完
成
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　

添
谷
先
生
は
、
本
記
念
号
の
業
績
一
覧
が
示
す
と
お
り
、
数
多
く
の
研
究
論
文
や
研
究
書
を
執
筆
す
る
傍
ら
、
日
本
内
外
で
数
多

く
の
共
同
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
ト
ラ
ッ
ク
2
会
合
に
も
精
力
的
に
参
加
さ
れ
、
研
究
成
果
の
社
会
へ
の
還
元
に
も
努
め
ら
れ
た
。

そ
の
中
に
は
、「
日
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
知
的
対
話
」、「
日
台
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
」、「
日
豪
二
一
世
紀
会
議
」、「
日
独
フ
ォ
ー
ラ
ム
」、「
日

英
二
一
世
紀
委
員
会
」、「
日
韓
新
時
代
共
同
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」、「
日
韓
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
等
が
含
ま
れ
る
。
ま
た
先
生
は
そ
の
学

識
を
も
っ
て
、
様
々
な
懇
談
会
な
ど
の
場
を
通
じ
て
現
実
の
日
本
外
交
の
進
展
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
た
。「
二
一
世
紀
日
本
の
構

想
懇
談
会
」
メ
ン
バ
ー
（
官
邸
）、
防
衛
施
設
庁
中
央
審
議
会
委
員
（
防
衛
庁
／
省
）、
経
産
省
産
業
構
造
審
議
会
（
地
球
環
境
小
委
員

会
）
委
員
（
経
産
省
）、
外
務
省
政
策
評
価
ア
ド
ヴ
ァ
イ
ザ
リ
ー
グ
ル
ー
プ
・
メ
ン
バ
ー
（
外
務
省
）、「
新
た
な
時
代
の
安
全
保
障
と

防
衛
力
に
関
す
る
懇
談
会
」
委
員
（
官
邸
）
は
そ
の
一
部
で
あ
る
。

　

添
谷
先
生
の
義
塾
へ
の
貢
献
に
お
い
て
特
筆
す
べ
き
こ
と
は
、
東
ア
ジ
ア
研
究
所
で
の
活
動
で
あ
ろ
う
。
同
研
究
所
の
前
身
で
あ
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序

る
地
域
研
究
セ
ン
タ
ー
の
副
所
長
を
一
九
九
九
年
か
ら
二
〇
〇
三
年
ま
で
、
東
ア
ジ
ア
研
究
所
副
所
長
を
同
年
か
ら
〇
七
年
ま
で
務

め
ら
れ
た
後
、
一
三
年
ま
で
同
研
究
所
所
長
と
し
て
そ
の
活
動
に
大
き
な
役
割
を
果
た
さ
れ
た
。
所
長
ご
退
任
後
も
、
顧
問
と
し
て

ご
退
職
ま
で
同
研
究
所
の
活
動
を
導
か
れ
た
。
ま
た
、
二
〇
一
一
年
か
ら
一
六
年
に
か
け
て
、
東
ア
ジ
ア
研
究
所
内
に
設
け
ら
れ
て

い
る
現
代
韓
国
研
究
セ
ン
タ
ー
長
も
務
め
ら
れ
、
日
韓
関
係
を
軸
と
す
る
東
ア
ジ
ア
諸
国
間
の
知
的
連
携
の
構
築
に
尽
力
さ
れ
た
。

昇
先
生
に
よ
れ
ば
、
ご
本
人
は
そ
れ
を
研
究
者
と
し
て
の
「
ミ
ド
ル
パ
ワ
ー
外
交
」
論
の
実
践
で
あ
っ
た
と
振
り
返
っ
て
お
ら
れ
る

と
の
こ
と
で
あ
る
。

　

実
際
に
学
部
や
大
学
院
の
会
議
を
運
営
し
て
い
る
と
、
予
期
し
な
い
議
論
の
流
れ
か
ら
激
し
い
意
見
の
対
立
に
発
展
す
る
こ
と
が

あ
る
。
そ
こ
に
は
組
織
の
ア
ポ
リ
ア
と
も
言
う
べ
き
長
年
の
難
題
が
顔
を
覗
か
せ
、
司
会
進
行
を
務
め
る
学
部
長
や
研
究
科
委
員
長

と
し
て
は
、
ま
さ
に
進
退
窮
ま
る
こ
と
も
た
び
た
び
あ
る
。
実
は
そ
う
し
た
各
難
所
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
ど
れ
だ
け
添
谷
先
生
の

ご
発
言
に
助
け
ら
れ
た
こ
と
か
。
そ
し
て
私
は
、
昇
先
生
の
ご
教
示
と
と
も
に
、
こ
れ
も
ま
さ
し
く
先
生
の
「
ミ
ド
ル
パ
ワ
ー
外

交
」
論
の
実
践
で
あ
っ
た
こ
と
に
思
い
が
至
り
、
こ
こ
に
心
よ
り
の
御
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。

　

先
生
に
は
学
部
や
大
学
院
で
は
通
算
八
年
に
亙
っ
て
の
学
習
指
導
を
お
務
め
い
た
だ
き
、
ま
た
学
生
部
や
国
際
セ
ン
タ
ー
、
通
信

教
育
部
等
で
学
部
を
代
表
し
て
様
々
な
要
務
を
果
た
し
て
下
さ
っ
た
。

　

こ
こ
に
、
先
生
の
長
年
に
亙
る
法
学
部
へ
の
ご
貢
献
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
今
後
の
ご
健
勝
と
ご
活
躍
と
を
心
か

ら
祈
念
し
、
法
学
部
と
し
て
本
号
を
謹
ん
で
進
呈
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　

二
〇
二
一
年
一
月

�

法
学
部
長　

岩
谷
十
郎　
　


